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KKE337 

「禁煙を続け腹囲の増加を5cm未満に抑えると 

高血圧の発症リスクが減る：韓国16万人8.5年間の追跡」 

H J Lee等、Public Health. 2024 Apr:229:73-79. PMID: 38402666  

 

→韓国では20歳を越える成人の29.4%に高血圧があり、新たに高血圧と診断される人は、2002年の300万人

から2020年には1、050万人に増えた。 

→禁煙は高血圧リスクを下げる生活改善の可能性があるが、禁煙と高血圧の関連はいまだはっきりしてい

ない。 

→一方、腹囲と高血圧の関連は一貫して示されている。 

→そこで今回、禁煙とその後の腹囲の変化が、高血圧にどのような影響があるか検討した。 

→韓国5千万人の医療情報を有する、国民健康保険の健診コホートデータベースを用いた。 

→2002–2003年に健診を受け、2019年まで追跡されたた40–79歳のデータから無作為抽出を行った 

→そこには514、866人が含まれ、全国で健診を受けた総数の10分の1に相当した。 

→腹囲の計測が始められたのが2008年だったため、2008–2011年に健診を受けた430、167人を選択し、1回

しか受診していない人やデータ欠損例、もともと高血圧のある人を除き、最終的に158、505人を解析し

た。 

→各人の初回と最後の健診データを比較した。 

→血圧≧140/90、もしくはICD-10のレセプトで2回以上降圧剤の処方を受けた例を高血圧とした。 

→喫煙状況は問診票で調べ、初回健診とその後の健診で、現喫煙から非/過去喫煙に変化したり、非喫煙

から過去喫煙に変化した者を直近禁煙者、過去喫煙から非/過去喫煙になった者を長期禁煙者、とした。 

→非喫煙者：93、365人（58.9%）、現喫煙者：29、392人（18.5%）、直近禁煙者：18、625人（11.8%）、

長期禁煙者：17、123人（10.8%）であった。 

→腹囲は1mm単位で測定し、初回とフォロー時の差によって、<1mm、1mm–5.0cm、≧5.0cm、の3群に分け

た。 

→直近/長期禁煙者は腹囲の変化でそれぞれ3群に分け、現喫煙者と非喫煙者は腹囲では分けず、計8群と

した。 

→年齢、性別、年収、BMI、総コレステロール値、収縮期・拡張期血圧、飲酒量、運動習慣、初回時の併

存症（糖尿病、脂質異常症、脳卒中、虚血性心疾患、癌、慢性腎臓病）を潜在的交絡因子とした。 

→連続変数は分散分析で、名目変数はχ2乗検定を用い、禁煙と高血圧、禁煙後の腹囲変化と高血圧の関
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連を多変量コックス比例ハザードモデルで解析した。 

→喫煙状況の変化ごとに、高血圧を発症するまでの無病生存期間としてカプランマイヤー法で生存曲線を

描いた。 

→追跡期間の中央値は8.50年（四分位範囲：8.04–9.05）で、31、270人（19.73%）が新規に高血圧と診断

された。 

→参加者の平均年齢±標準偏差は56.7±7.2歳、男性が55.2%、36.0%が中所得者、BMI 18.5–23の正常者が

41.6%、収縮期血圧の平均値121.4±14.0、拡張期血圧75.8±9.5、8%に糖尿病があり、脂質異常症23.3%で

あった。 

→現喫煙者に比し直近禁煙者はより高齢で、年収が高く、肥満や併存症などが多かった。 

→喫煙状況と高血圧発症の関連は下記であった（発症率：/1、000人年、HR：ハザード比（95%CI））。 

         発症率    補正HR            P値 

現喫煙者     26.6     1.00      

直近禁煙者    28.7     1.01（0.97、 1.05）    0.775 

長期禁煙者    26.7     0.91（0.87、 0.95）    <0.001 

非喫煙者     24.4     0.88（0.85、 0.91）    <0.001 

→禁煙後の腹囲変化と高血圧発症の関連は下記であった（*：現喫煙者に比し有意差あり）。 

              発症率    補正HR 

現喫煙者           26.6     1.00 

直近禁煙・腹囲差<1mm      27.6    0.98（0.93、 1.03） 

直近禁煙・腹囲差1mm–5cm     29.1    1.01（0、94、 1.07） 

直近禁煙・腹囲差≧5cm     31.4    1.08（1.00、 1.16） 

長期禁煙・腹囲差<1mm      25.8    0.89*（0.84、 0.94） 

長期禁煙・腹囲差1mm–5cm     26.9    0.91*（0.85、 0.97） 

長期禁煙・腹囲差≧5cm     29.9    0.99（0.91、 1.08） 

非喫煙者            24.4    0.88*（0.85、 0.91） 

→腹囲5cm未満の増加であれば長期禁煙により高血圧リスクが減る。 

 

＜選者コメント＞ 

 禁煙の高血圧発症抑制効果を検証した韓国からの報告です。 

 8年以上に渡る国民健診の大規模データーを解析したころ、禁煙を続けた人では、喫煙を続けた人と比

較して、高血圧の発症リスクが約1割減少することが判明しました。さらに、禁煙後の腹囲の変化の影響

も見てみると、腹囲の増加が5cm未満だと発症リスクが下がっていました。 

 2022年の第17回学術総会において島本和明 日本医療大学総長も話されていましたが、能動喫煙が高血

圧の直接の原因になるというエビデンスはいまだ示されていません。同様に、禁煙が高血圧のリスクを下

げるかどうかも分かっておらず、禁煙外来でも、禁煙したら血圧が下がると思っていたのに、と話される

ことがあるのではないかと思います。 

 後方視的研究ではありますが、血圧を懸念される方に、腹囲の増加を5cm未満に抑えながら禁煙を続け

ることをお勧めできる、新たなエビデンスと思われご報告させていただきます、 
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【週刊タバコの正体】 

   2024年06月    和歌山工業高校 奥田恭久 

■Vol.58 

(No.788)第8話 他人への影響 

－受動喫煙でも病気になる確率が高くなる... 

   

 タバコの煙は空気中を漂い、あたり一面に広がります。例えば、喫煙者

が火の付いたタバコを手にして子どもと話している光景を想像してみてく

ださい。  

 このとき、子どもは喫煙者のはく息に含まれるタバコの煙（呼出煙）を

まともに吸い込みます。さらに手にしたタバコの先からも煙（副流煙）が

でていて、この煙の成分も吸い込まされるのです。これこそが、他人のタ

バコを吸わされてしまう“受動喫煙” です。  

 

 そして、左のグラフを見てください。じつは、喫煙者本人が吸い込む煙

（主流煙）に比べ、吸っていない時に先端からでる副流煙の方がはるかに

有害成分の濃度が高いのです。副流煙は、くすぶっている状態なので、よ

り“煙たい” わけです。  

 と言うわけで、受動喫煙をうけるとそのダメージは意外に大きいので

す。左の表にあるように、喫煙者と同じように脳卒中や肺がんになるリス

クが高くなる事がわかっていて、受動喫煙が原因と考えられる死者が年間

１万５千人もいると言われています。  

 

 タバコを吸うのは自分だけの問題ではありません。他人への影響がある

ことを忘れてはいけません 

■Vol.58 

(No.789)第9話 重大なリスク 

－タバコの最大のリスクは喫煙者自身の健康被害... 

 

 タバコに興味を持ち、何かのきっかけで吸い始めてしまうと、ニコチン

依存症となりタバコなしでは生活できなくなってしまいます。そうなる

と、タバコ代はかかるし喫煙するための場所や時間を確保する手間がかか

ります。喫煙者はそんな不利な状況におかれるのですが、タバコにはもっ

と決定的なマイナス要因があります。  

 それは、自分自身の健康被害です。下図のように心臓の血管がつまって

しまう心筋しんきん梗塞こうそくという恐ろしい病気になる確率が２倍か

ら３倍も高くなります。さらに、脳の血管がつまる脳卒中という病気にな

る確率も高くなるのです。ともに発症すると処置を急がないと命にかかわ

る大きな病気です。  

 タバコが原因の病気は心筋梗塞や脳卒中だけではありません。肺ガンな

どの様々な病気の原因となるので、グラフのように日本人の死亡リスクの

中で２番目に多いとされています。  

 タバコにはお金や時間がかかることは目に見えてわかりますが、喫煙が

自分自身の健康を害している事は、なかなか自覚できません。でも、だか

らこそタバコは命にかかわる重大なリスクをもたらす事を強く意識してお

かなければなりません。  

 タバコは命を奪う可能性が高いことを肝に銘じておいてください。  
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■Vol.58 

(No.790)第10話 血管へのダメージ 

－タバコが原因の病気は身体のいろんな所に... 

 

 タバコを吸い続けると、喫煙者の身体は少しずつ着実にダメージを受け

続けます。吸い込んだ煙に含まれる有害成分が身体のいろんな臓器にダ

メージを与えるのですが、その中でも広い範囲で影響を及ぼす症状を紹介

します。  

 それは、全身に張りめぐらされている血管が受けるダメージです。下図

のようにタバコの有害物質が血管の状態を悪化させるのです。具体的には

動脈の血管が硬くなり弾力性が失われる動脈硬化を起こしたり、縮んだり

します。一方で喫煙者は慢性的に酸素不足となっているので、それを補う

ため血液が多く生成されています。すると狭くなった血管で血液の流れが

悪くなって血液が固まり血栓ができ最悪の場合、血管が詰まったり破れた

りする事態となります。  

 例えば、脳の動脈が破れたり詰まると脳のう梗塞こうそく、心臓なら心

筋しんきん梗塞こうそく、胸部なら急性大動脈解離かいりなどの緊急性の

高い大きな病気になってしまいます。しかも、突然発症します。  

長年、喫煙を続けると気付かないうちに血管がダメージを受け、突然病床

につく日が訪れる確率が高くなるのです。  

 ある日突然、脳や心臓の病気になるなんて、そんな怖いことは想像もし

たくないですよね。  

 だから、タバコはやめておきましょう。  

■Vol.58 

(No.791)第11話 悲しく苦しい事態 

－タバコ病と言われるCOPD--いずれ自分で呼吸が... 

   

 皆さん “COPD”という病気を知っていますか。左のイメージ図のよう

に空気が通る肺の気管支が狭くなったり、その先にある肺胞が壊れる病気

です。正式には慢性まんせい閉塞性へいそくせい肺はい疾患しっかんとい

う名前で、吸い込んだ空気から体内に十分な酸素を取り入れられなくなる

病気です。  

 病気の進行はゆっくりなので本人はなかなか気付きません。下図のよう

に咳・痰から始まり息切れがひどくなり、肺の機能が著しく低下してしま

うと自分の肺で酸素を取り入れられなり、酸素ボンベを携帯して酸素を吸

入しなければならなくなります。  

 本人が気付いていないCOPD 患者は多く、治療を受けていない人を合わ

せると全国に５００万人以上はいると言われています。じつはそのうちの

９０％以上は喫煙歴があるそうです。  

 つまり、タバコを吸い続けるとムダにCOPDになる確率を高めるだけなの

です。そして、下表にあるように、COPD は死因のワースト１０に入る命

にかかわる危険な病気なのです。  

 タバコを吸い始め何十年も吸い続けると、自分で息をできなくなる日が

来るかも知れません。そんな悲しく苦しい事態にならないよう、やっぱり

タバコに手をだしてはいけません。  
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